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　10月10日㈪スポーツクラブ主催の栄村 eat 
go ウォーキングが開催されました。
　当日は約70名が参加し、特産品の美雪和牛
や、道の駅のソフトクリームを食べたり、食
欲の秋も堪能しつつ、ウォーキングを楽しみ
ました。

「栄村 eat go ウォーキング」
い い と こ
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４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
今
回
の
総
合
防

災
訓
練
は
、
災
害
発
生
時
に
行
政
・
消
防

団
等
の
関
係
機
関
が
連
携
協
力
し
て
災
害

に
即
応
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

長
野
県
北
部
地
震
と
同
等
の
震
度
６
強
の

地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
実
施
し

ま
し
た
。
午
前
８
時
30
分
に
緊
急
地
震
速

報
を
全
村
に
放
送
し
、
役
場
職
員
と
消
防

団
が
初
動
対
応
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栄
小
学
校
で
は
、
災
害
用
ト
イ

レ
の
設
置
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
立

て
を
行
う
な
ど
、
避
難
所
設
営
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

村
で
は
今
回
の
よ
う
な
訓
練
に
加
え
、

各
地
区
な
ど
と
連
携
し
た
訓
練
の
機
会
を

設
け
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が

ら
、
課
題
点
の
洗
い
出
し
と
そ
の
改
善
に

よ
り
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

【
訓
練
参
加
機
関
】

　

・
栄
村
消
防
団

　

・
消
防
栄
分
署

　

・
飯
山
警
察
署

　

・
北
信
地
域
振
興
局

　

・
北
信
建
設
事
務
所

　

・
中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

　

・
信
州
大
学
防
災
減
災
セ
ン
タ
ー 

等

　

横
倉
農
村
広
場
で
は
、
消
防
団
と
消
防

署
が
車
両
火
災
を
想
定
し
た
放
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
全
団
員
が
消

防
ポ
ン
プ
の
操
作
方
法
を
取
得
し
、
消
火

栓
や
防
火
水
槽
か
ら
水
を
出
せ
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
防
災
メ
ー
カ
ー
と
消
防
署
職

員
か
ら
技
術
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
複
数
の
消
防
ポ
ン
プ
を
使
用
し

た
延
長
放
水
・
消
防
署
の
ポ
ン
プ
車
へ
の

送
水
も
行
い
、
様
々
な
事
象
に
対
応
で
き

る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
消
防
団
で
は
団
員
負
担
の
軽
減

を
図
り
つ
つ
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

村役場では災害対策本部会議を行い、災害時の
対応協議や、防災講習会を行いました。

災
害
時
の
安
否
確
認
や

伝
達
方
法
の
確
認

消
防
団
・
消
防
署
が
連
携
し
た

実
践
的
な
訓
練

　10月23日㈰、地震による災害の発生時を想定した「令和４年度栄村総合防災訓練」
を実施しました。役場職員、消防団等の関係機関の職員など約100人が参加し、緊急
時の初動対応、避難所の設営方法等を確認しました。

令和４年度　栄村総合防災訓練

実践的な訓練で災害に備える
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令
和
４
年
度
宝
く
じ
助
成

金
に
よ
り
整
備
し
ま
し
た

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
、
野
田
沢
地
区
で

公
民
館
備
品
及
び
祭
礼
用
具
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
と
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

机10台、椅子20脚

テント２張
ストーブ１台

消
防
団
備
品
を
整
備
し

ま
し
た

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活
用

し
、
栄
村
消
防
団
に
消
防
用
ノ
ズ
ル
を

整
備
し
ま
し
た
。
整
備
品
は
消
防
団
積

載
車
に
配
備
し
、
火
災
現
場
に
お
け
る

消
火
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

通
い
の
場
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
と
と
も
に
、
地
域
と
の

縁
づ
く
り
が
大
切
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
通
い
の
場
が
あ
る
幸
せ

な
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
、
公
民
館
や
地

域
福
祉
に
関
係
す
る
方
々
を
対
象
に
、

10
月
21
日
㈮
に
通
い
の
場
「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
小こ

ば
や
し林
博ひ

ろ

明あ
き

さ
ん
か
ら
、
県
内

各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
『
ま
ち
の
縁

側
』
と
い
う
誰
で
も
気
軽
に
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
場
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
何
か
し
て
あ
げ
よ
う
と

い
っ
た
「
気
づ
き
」
が
温
か
な
地
域
を

つ
く
る
と
い
っ
た
興
味
深
い
内
容
で
し

た
。

　

村
内
の
通
い
の
場
と
し
て
、『
森
ふ

れ
あ
い
会
』

に
つ
い
て
、

代
表
の
桑
原

千
恵
さ
ん
か

ら
震
災
後
の

お
茶
飲
み
か

ら
始
ま
り
、

現
在
は
手
芸

や
伝
統
食
の

伝
承
な
ど
を

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

定
期
的
に
楽

し
ま
れ
て
い

る
様
子
を
紹

介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま

た
、
ふ
れ
あ

い
会
の
活
動

を
元
気
づ
く

り
支
援
金
の

活
用
に
よ
り

後
方
支
援
さ
れ
た
木
村
文
二
さ
ん
か
ら

も
活
き
活
き
と
し
た
参
加
者
の
み
な
さ

ん
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
村
内
の

活
動
の
場
を
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
感

想
も
多
く
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
活
動

を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
活
動
紹
介
の
あ
っ
た
通
い
の

場
は
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
皆
さ
ん
も
『
縁
づ

く
り
』を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

・
森　

ふ
れ
あ
い
会　

　

毎
月
第
2
木
曜
日　

場
所
：
森
公
民
館

・
集
い
の
場　

に
じ
い
ろ

　

毎
週
水
曜
日　

場
所
：
旧
医
師
住
宅

問　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
０
１

獅
子
頭
、油
反
、衣
装（
浴
衣
・
股
引
各
３
着
）、

太
鼓
（
桶
胴
１
ヶ
・
締
太
鼓
２
ヶ
・
太
鼓
台

２
ヶ
・
撥
２
式
）、
本
鈴
１
ヶ
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新型コロナワクチン追加接種（オミクロン株対応）のお知らせ

問合わせ 暮らしと健康の相談窓口（民生課　健康支援係内）
☎0269-87-3020（直通）

　栄村では、新型コロナウイルスに感染した際の重症化予防、感染予防、発症予防を目的として、新型
コロナワクチンの追加接種（オミクロン株対応）を下記のとおり実施します。
　対象となる方には臨時接種券、予診票等の必要書類を発送しておりますので、お手元に届きましたら、
ご自分の接種日時をご確認ください。

対象となる方

日程・会場

使用するワクチン

接 種 回 数

※以下を全て満たす方

※予約は必要ありません

ファイザー社製　オミクロン株対応２価ワクチン

１回

スムーズな予防接種のために

接種券が届いた方で接種を希望しない方はご連絡
ください

①接種券及び予診票、本人確認書類等を忘れずに②肩を出し
やすい服装で③指定された時間正確に④感染防止対策のうえ
会場へお越しください。ご協力をお願いします。

接種は強制ではありません。接種を希望しない方や職場等で
接種済みの方は、有効にワクチンを使用するため下記までご
連絡をお願いします。

　新型コロナワクチンとインフルエ
ンザワクチンは、同時に、または前
後で間隔を空けずに接種することが
可能です。
　インフルエンザワクチン以外のワ
クチンは、新型コロナワクチンと同
時に接種できません。互いに、片方
のワクチンを受けてから２週間以上
空けて接種してください。

①　初回接種（１、２回目）が完了した12歳以上の方
②　前回の接種から３ヵ月が経過した方

接　種　日 時　　間 会　　場

１ 11月18日㈮ 午後２時～午後４時 かたくりホール

２ 11月19日㈯ 午前９時～午後４時 かたくりホール

３ 11月20日㈰ 午前９時～午後４時 かたくりホール

他市町村から栄村に転入された方へ
　接種対象者となるが、接種券等がお手元に届かない場合には、お手数ですが下記までご連絡
ください。

インフルエンザワクチン
との同時接種について
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インフルエンザ予防接種を受けましょう！

りよだ健保

　村では、インフルエンザへの感染や、感染した場合の重篤な合併症などを抑えるために、予防接種を
推奨しています。予防接種の効果が現れるまでに、２週間程度かかりますので早目の予防接種と、うが
い・手洗い・咳エチケットによる感染対策を心掛けましょう。

〈インフルエンザ予防接種の補助について〉
①補助対象者：◆高校３年生以下の方　◆妊婦の方　◆65歳以上の方
②補助金の対象となる接種期間：令和４年10月１日～令和５年１月31日
③補 助 金 額：１回接種の場合3,500円まで
　　　　　　　２回接種の場合１回2,500円で、２回まで補助対象（合計5,000円まで）
　　　　　　　（※13歳未満は２回接種の対象となります。）

　診療時間内であれば、予約なしで接種が可能です。また
次のとおり診療時間外及び休日の接種日を設けましたの
で、ぜひご利用ください。

予防接種を受ける医療機関による違い
栄 村 診 療 所
秋 山 診 療 所

○予約なしで予防接種ができます。
○補助対象の方は、原則無料で予防接種が受けられます。（申請不要）

村外の医療機関
○近隣の医療機関でのインフルエンザ予防接種は各医療機関にお問合せください。
○65歳以上の方は各医療機関の接種料金から補助金を差し引いた金額が請求されます。
○高校３年生以下及び妊婦の方は、補助金の申請が必要となります。

高齢者肺炎球菌ワクチンの
予防接種の対象の方へ

（対象の方には本年７月に郵送で通
知しています）
　インフルエンザ予防接種と同時接
種が可能です。希望される方は予
防接種を受ける医療機関へ、ご予
約ください。（栄村診療所であれば
0269-87-3306にお電話ください）

　「咳エチケット」とは、インフルエンザ等の
感染症を他人に感染させないよう、咳やくしゃ
みをする際に、マスクやティッシュ・ハンカチ
を使って、口や鼻をおさえることです。

〈咳エチケットの基本〉
◦マスクを着用する
◦ティッシュ・ハンカチ等で口や鼻を覆う
◦こまめなうがいや手洗いを行う

咳エチケットとは？

日にち 受付時間
11月２日㈬

17時～18時30分
11月４日㈮
11月５日㈯ ９時～11時
12月１日㈭

17時～18時30分
12月２日㈮
12月３日㈯ ９時～11時

〈栄村診療所でのインフルエンザ予防接種に
ついて〉
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令和４年度 上半期分�工事等の契約状況（指名競争入札）
№ 工事（委託）名 契約額（税込） 契約工期（履行期間） 請負業者 担当課

1
令和４年度　村単事業
村道野田沢１号線他３路線舗装修繕工事
測量委託業務

3,795,000
令和４年４月26日
令和４年6月24日

㈱しな測 建 設 課

2
令和４年度　苗場山自然体験交流センター（山頂ヒ
ュッテ）食堂床改修工事

2,365,000
令和４年5月13日
令和４年９月30日

㈲共栄建設 商工観光課

3
令和４年度　道路メンテナンス事業
トンネル個別施設計画（長寿命化修繕計画）策定業務

1,100,000
令和４年5月16日
令和４年12月23日

㈱フジ技研 建 設 課

4
令和４年度　道路メンテナンス事業
橋梁個別施設計画（長寿命化修繕計画）策定業務

2,860,000
令和４年5月17日
令和４年12月23日

国土監理㈱ 建 設 課

5
令和４年度　道路メンテナンス事業
橋場川３号橋外2橋　橋梁現況調査・補修設計業務

8,800,000
令和４年5月17日
令和４年12月23日

国土監理㈱ 建 設 課

6
令和４年度　公共浄化槽等整備推進事業
合併処理浄化槽設置工事 その１

1,320,000
令和４年5月24日
令和４年8月31日

㈲環境さかえ 建 設 課

7
令和４年度　北野天満温泉（温泉棟）リニューアル
工事に伴う地質調査業務

2,035,000
令和４年6月４日
令和４年6月30日

株式会社
北信ボーリング

商工観光課

8 令和４年度　村道月岡雨引線舗装修繕工事 2,937,000
令和４年6月10日
令和４年11月30日

㈲赤津組 建 設 課

9 令和４年度　村道大巻１号線舗装修繕工事 1,210,000
令和４年6月10日
令和４年10月31日

㈲赤津組 建 設 課

10
令和４年度　社会資本整備総合交付金（道路）事業
村道箕作泉平線改良（5）工事

49,500,000
令和４年6月14日
令和5年３月25日

㈱廣瀬建設 建 設 課

11
令和４年度　堤防築堤工事に係る
合併処理浄化槽補償工事 その2

3,025,000
令和４年6月30日
令和４年12月28日

㈱宮本園 建 設 課

12
令和４年度　堤防築堤工事に係る
合併処理浄化槽補償工事 その１

3,157,000
令和４年7月１日
令和４年11月30日

㈲環境さかえ 建 設 課

13
令和４年度　公共浄化槽等整備推進事業
合併処理浄化槽設置工事 その2

1,738,000
令和４年7月１日
令和４年11月30日

㈱アルプス管工 建 設 課

14
令和４年度　公共浄化槽等整備推進事業
合併処理浄化槽設置工事 その３

4,510,000
令和４年7月１日
令和４年11月30日

㈲環境さかえ 建 設 課

15
令和４年度　北野天満温泉（温泉棟）リニューアル
工事実施設計業務

5,390,000
令和４年7月４日
令和４年12月31日

株式会社
エーシーエ設計

商工観光課

16
令和４年度　地方創生道整備推進交付金事業
林道秋山線鬼沢橋修繕工事設計委託業務

5,511,000
令和４年7月6日
令和４年12月30日

（一財）長野県林業
コンサルタント協会

建 設 課

17 令和４年度　天代消雪パイプ井戸ポンプ更新工事 2,739,000
令和４年7月29日
令和４年11月25日

㈱NNCエンジニア
リング南魚沼支社

建 設 課

18
令和４年度　公共浄化槽等整備推進事業
合併処理浄化槽設置工事 その４

1,353,000
令和４年7月29日
令和４年12月28日

㈲環境さかえ 建 設 課

19
令和４年度　公共浄化槽等整備推進事業
合併処理浄化槽設置工事 その5

4,180,000
令和４年7月29日
令和４年12月28日

㈲環境さかえ 建 設 課

20
令和４年度　百合居地区堤防工事に伴う水道管敷設
替工事〈３工区〉

19,250,000
令和４年8月8日
令和４年12月28日

㈱サンタキザワ 建 設 課

21
令和４年度　地方創生道整備推進交付金事業
村道野田沢１号線他３路線舗装修繕工事

26,400,000
令和４年8月12日
令和5年2月28日

㈲赤津組 建 設 課

22 令和４年度　トマトの国温泉ポンプ交換工事 3,850,000
令和４年8月23日
令和４年10月11日

株式会社
日さく長野営業所

商工観光課

23
令和４年度　公共浄化槽等整備推進事業
合併処理浄化槽設置工事 その6

1,375,000
令和４年９月2日
令和5年１月31日

㈲環境さかえ 建 設 課

24 令和４年度　栄村村民住宅建設工事 220,000,000
令和４年９月９日
令和5年３月31日

㈱サンタキザワ 建 設 課
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№ 工事（委託）名 契約額（税込） 契約工期（履行期間） 請負業者 担当課

25 令和４年度　道路台帳整備委託業務 2,530,000
令和４年９月21日
令和5年３月24日

㈱しな測 建 設 課

26
令和４年度
農道アスファルト舗装事業　青倉地区工事

1,870,000
令和４年９月26日
令和４年12月23日

㈱廣瀬建設 建 設 課

27
令和４年度　村単事業
農業施設改良事業 小滝水路工事

3,355,000
令和４年10月14日
令和４年12月23日

㈲赤津組 建 設 課

№ 事　　業　　名 契約額（税込） 契約工期（履行期間） 請負業者 担当課

1
令和４年度　豪雪地帯安全確保緊急対策交付金事業

（スノーロータリー）
8,778,000

令和４年6月13日
令和5年１月31日

北信自動車 民 生 課

2
令和４年度
社会資本整備総合交付金（雪寒機械）事業
除雪ドーザ　14ｔ級購入

20,570,000
令和４年6月16日
令和４年12月１日

㈱前田製作所
飯山営業所

建 設 課

3
令和４年度
ペーパーレス会議環境等整備事業（PC購入）

1,133,000
令和４年6月27日
令和４年９月30日

㈱滝沢印刷 総 務 課

4
令和４年度
地域活動助成事業（消防団用ノズル）

1,100,000
令和４年6月28日
令和４年９月30日

㈲デンダ 総 務 課

5
令和４年度　豪雪地帯安全確保緊急対策交付金事業

（スノーロータリー）
3,069,000

令和４年7月13日
令和5年2月28日

㈲カートップ 民 生 課

〈物　品〉

⑩村道箕作泉平線改良（５）工事：道路拡幅を行い、快適な住環境の確保・災害時の安全確保を図っています

㉑村道野田沢１号線他３路線舗装修繕工事：除雪等で傷んだ舗装を修繕し、振動低減・走行性の向上を図っています

令和４年度　契約工事の進捗状況
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申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

放
送
大
学
か
ら

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

北
信
地
域

合
同
就
職
説
明
会

　

11
月
９
日
㈬
か
ら
11
月
15
日
㈫
ま
で

の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
の

栄
村
で
の
火
災
発
生
件
数
は
１
件
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
す
る
時
季

と
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に
は

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
栄
村
消
防
団
で
は
消
防
団
車

両
に
よ
る
村
内
巡
回
広
報
を
次
の
と
お

り
実
施
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま

す
。

・
日
時
：
11
月
６
日
㈰

・
場
所
： 

村
内
全
域

　

ま
た
、
冬
に
向
け
て
、
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ご

家
庭
で
の
火
災
予
防
に
つ
い
て
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い

②
暖
房
器
具
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
は
置
か
な
い

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
く

問　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

■
期
日
：
12
月
19
日
㈪

■
時
間
：
午
後
1
時
か
ら
4
時

■
会
場
：
ホ
テ
ル
信
濃
路

　
（
長
野
市
中
御
所
1
3
1
─

4
）

　

放
送
大
学
は
４
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
幅
広
い
世
代
の
８
万
５
千

人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
卒
や
学
び
の

楽
し
み
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０

以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
出
願
期
間

　

第
１
回　

２
月
28
日
㈫
ま
で

　

第
２
回　

３
月
14
日
㈫
ま
で

問　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
６
６
─

５
８
─

２
３
３
２

■
対
象
者
：

　

①
新
卒
の
学
生
（
大
学
・
短
大
・
高

専
・
専
修
学
校
を
令
和
5
年
3
月

に
卒
業
予
定
の
方
）

  

②
大
学
等
の
既
卒
者
（
卒
業
し
て
概

ね
3
年
以
内
の
方
）　

■
参
加
企
業
：
北
信
地
域
の
企
業
約
55
社

問　

飯
山
公
共
職
業
安
定
所

　
　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

８
６
０
９

　

北
信
広
域
連
合
で
は
、
令
和
5
年
度

採
用
の
看
護
師
、
介
護
員
等
の
正
規
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
受
験
資
格
や
申
込

期
限
な
ど
詳
し
く
は
北
信
広
域
連
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
5
年
度
採
用

北
信
広
域
連
合
職
員

採
用
試
験
、
選
考
試
験

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
決
算
説
明

会
の
お
知
ら
せ

　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業

者
の
方
を
対
象
に
、
所
得
税
及
び
消
費

税
の
一
般
的
な
決
算
の
仕
方
、
並
び
に

確
定
申
告
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。な
お
、説
明
会
は「
事
前
予

約
制
」で
行
い
ま
す
の
で
、参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
白
色
申
告
者

　

・
開
催
日

　
　

令
和
4
年
12
月
12
日
㈪

　

・
開
催
時
間

　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　

・
開
催
会
場

　
　

中
野
市
中
央
公
民
館
3
階

3
0
1
講
堂

■
青
色
申
告
者

　

・
開
催
日

　
　

令
和
4
年
12
月
9
日
㈮
・
13
日
㈫

　

・
開
催
時
間

　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　

・
開
催
会
場

　
　

9
日
：
飯
山
市
文
化
会
館
な
ち
ゅ

ら
1
階
多
目
的
ル
ー
ム
1

　
　

13
日
：
中
野
市
中
央
公
民
館
3
階

　
　
　
　
　

3
0
1
講
堂

予　

信
濃
中
野
税
務
署　

　
　

個
人
課
税
部
門　

　
　

☎
０
２
６
９
─

２
２
─

３
１
５
３

〈北信広域連合HP〉
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.76

　

こ
ん
に
ち
は
。
秋
山
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
木
村
で
す
。
紅
葉
が
終
わ
り
、

雪
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　

さ
て
、
昨
年
よ
り
、
長
野
県
元
気
づ

く
り
支
援
金
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い

た
「
ク
ロ
モ
ジ
で
元
気
な
地
域
づ
く
り

事
業
」
が
、
優
良
事
例
に
選
ば
れ
、
知

事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
秋
山
地
域
内
に
自
生
す

る
ク
ロ
モ
ジ
の
木
を
利
用
し
、
芳
香
蒸

留
水
や
精
油
を
製
造
・
販
売
す
る
取
り

組
み
で
す
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
栄
村
物

産
館
、
小
赤
沢
温
泉
楽
養
館
の
他
、
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
商
品
認
知
度
が

上
が
り
、
事
業
主
様
の
利
益
向
上
、
役

場
へ
の
寄
付
額
増
加
に
繋
が
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ロ
モ
ジ
の
蒸
留
水
、
精
油
は
10
月

15
日
か
ら
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
、「
切

明
郷
の
市
」
で
も
販
売
予
定
で
す
。
村

内
の
皆
様
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
、
紅
葉
狩
り
の
つ
い
で
に
郷
の
市
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

木
村　

優
）

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

《
津
南
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅹ
Ⅶ
開
催
》

　

推
進
室
で
は
、
10
月
1
日
に
“
苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
防
災
を
考
え
る
”

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
新
潟
大
学
の
卜
部
厚
志
氏
、

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
川
崎

保
氏
の
2
名
を
講
師
に
招
き
、
苗
場
山

麓
で
過
去
に
発
し
た
災
害
や
こ
れ
か
ら

起
こ
り
う
る
災
害
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
千
曲
川
流
域
の
災
害
に

も
触
れ
ら
れ
、「
ひ
ん
ご
遺
跡
（
平
滝

地
区
）
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
自
然
災

害
に
よ
り
津
南
町
羽
倉
地
区
か
ら
飯
山

西
大
滝
ま
で
約
13
㎞
に
渡
り
天
然
の
ダ

ム
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
堆
積
層
か
ら

推
定
で
き
る
。
ま
た
、
ひ
ん
ご
遺
跡
は

洪
水
堆
積
層
の
下
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
水
害
の
教
訓
を
伝
え
る
遺

構
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
弥
生
時
代

か
ら
現
代
ま
で
幾
度
に
渡
り
洪
水
が
発

生
し
て
い
る
」
と
の
お
話
し
が
あ
り
、

私
た
ち
の
住
む
千
曲
川
沿
い
は
自
然
災

害
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
ジ
オ
ガ
イ
ド
間
で
意
見
交

換
を
行
い
、
想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を
考
え
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
通
し
て
、
厳
冬
期
の
災
害
は
集
落
単

位
で
の
孤
立
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
大
事
な
事
と
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
と
の
繋

が
り
、
共
助
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

　

先
人
が
残
し
た
災
害
の
記
録
は
こ
の

地
域
で
住
み
続
け
る
た
め
の
教
訓
と
な

り
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
こ
で
住
み
続
け

る
た
め
に
も
、
防
災
の
観
点
か
ら
集
落

の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

秋山のクロモジを使った精油と芳香蒸留水

製造（作業）の様子

ジオガイドによる防災ワークショップ
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　１０月１９日㈬保育園の畑で採れたさつま芋で焼い
も大会をしました。
　入園前の小さいお友達や畑のお手伝いをしてくれ
た地域の方を招待し、みんなで焼きたてのお芋を食
べました。例年
より甘味は少な
く 感 じ ま し た
が、みんなにっ
こにこ。美味し
か っ た よ う で
す。第２回も計
画中です！

　１０月９日㈰保育園
の運動会を栄小グラウ
ンドで行いました。
　今年は、“一人ひと
りが輝いて、ワクワク
ドキドキする運動会”

を合言葉に、職員と子ども達でアイディアを出し合
いながら取り組んできました。
　当日は、かわいい未満児さんから頼もしく成長し
た年長さんまで笑顔いっぱいの運動会になりました。

　中学校では、公民館長の樋口正幸さんを講師に
防災教育を行いました。１１年前の地震を振り返り、
①地震直後に行ったこと、②復興に向けての歩み、
③3００年後も美しい景観を残すために中学生に期待
することを３回シリーズにして中学生に話していた
だきました。
　樋口さんのお話を聞き、生徒は栄村に誇りを持ち、
未来への希望を抱きました。

　「いっしょに学ぼう・遊ぼう」でかかわって学び、
遊ぶ地域の皆様と子どもの姿があります。これは多
様な価値を知ることやコミュニケーション力の向上
につながり、なにより子どもと地域の皆様の笑顔が
見られています。

子ども教育係

村の  未来は、教育から
『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

栄村教育委員会報
№６

発行：栄村教育委員会事務局

　第４回目は１０月６日㈭にカタクリホールで行われ、「学校
形態」について説明を行いました。
　小中連携について「小中一貫校」「義務教育学校」の違い
や具体的な様子、また県内で特徴のある私立学校の取り組み
についても紹介しました。
　参加者からは、学校教育の変化の大きさや速さに戸惑う声
や、いよいよ話し合いの本丸に入ってきた感じがするなどの
ご感想をいただきました。
　次回は１１月１０日㈭栄小で実施します。

防災教育（栄中）いっしょに学ぼう、遊ぼう（栄小）

「焼いも 美味しかったよー !!」
～北信保育園やきいも大会～

「運動会楽しかったね！」
～北信保育園　運動会～

みんなで学校を創ろう！④　～様々な学校形態を知ろう！～
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11月は生涯学習月間！

　１０月26日㈬
放課後自然学校
を開催！
　子どもたちの
ための、子ども
たちが参加しや
すい形態を研究
しています。

栄村青少年育成協議会

　１０月１０日㈪栄小学校～青倉～道の駅までを歩く
「栄村eat go ウォーキング」を開催！幼児からベテ
ランまで7０名以上が参加し、様々な方が関わり合
うにぎやかなイベントとなりました。

　栄村総合文化祭の企画運営に協力。また日頃の活
動の成果をステージや展示で村民の皆さんに発信し

ました。１１月に
は 共 催 と し て

「田んぼと平和
に生きる音楽会
in栄村」を開催
します！ぜひお
越しください。

今まで以上に
詳しく、

シャープに教
育委員会の

様子をお伝え
します。

村の  未来は、教育からいくつになっても、誰もが心豊かに、
生きがいを持って生活を紡いでほしい！

『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

　栄マレットゴルフ愛好会の皆さんのご協力によ
り、３年ぶりのマレットゴルフ大会を開催しまし
た。スキー場にマレットゴルフ場が移転してから初
大会。2０代～8０代まで、2０名を超える村民が参加
しマレットゴルフを楽しみました。

生涯学習係

今後の予定
●11月13日㈰　栄村ソフトバレーボール大会
　会場：栄小学校体育館 （申込〆切 11月７日）
●11月27日㈰　栄村卓球大会
　会場：栄中学校体育館 （申込〆切 11月11日）

〈申込先〉事務局：教育委員会 ☎87-3118

　今夏、地域の方によって救護されたブッポウソウ
ですが治療の甲斐なく残念でしたが、はく製になっ
て村に帰ってきました。長野県の天然記念物にも指
定されており、村の鳥です。役場へお立ちよりの際
は、是非ご覧ください。羽が美しいです。

栄村マレットゴルフ大会開催!

栄村みちばた芸文協

ブッポウソウがはく製に！

さかえスポーツクラブ

〜社会教育団体も活発に活動しています〜

〈文化祭実行委員会　会議の様子〉
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や
っ
ぱ
り
す
ご
い
ぜ
、栄
村
！
希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
�

村
内
の
ト
ン
ボ
類
71
種
に
！

　

こ
れ
ま
で
３
年
間
の
調
査
で
、
栄
村
初

記
録
14
種
を
含
む
67
種
を
確
認
し
ま
し

た
。
過
去
の
記
録
と
合
わ
せ
る
と
、
村
内

で
は
71
種
の
ト
ン
ボ
類
が
記
録
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

全
国
で
一
つ
の
県
の
平
均
的
な
ト
ン
ボ

類
の
種
数
は
、
75
種
と
言
わ
れ
ま
す
。
栄

村
は
、
一
つ
の
村
で
ほ
ぼ
そ
れ
に
匹
敵
す

る
種
数
が
記
録
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
長
野
県
で
記
録
さ
れ
て
い

る
ト
ン
ボ
類
の
種
数
は
お
よ
そ
95
種
で
す

の
で
、
栄
村
に
は
そ
の
約
75
％
の
ト
ン
ボ

類
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

村
内
に
い
か
に
多
様
な
自
然
環
境
が
あ

る
か
と
い
う
証
で
す
。

つ
い
に
発
見
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
！

　

今
年
の
調
査
で
は
、
私
た
ち
が
３
年
間

　

ま
も
な
く
今
年
の
私
た
ち
の
調
査
活
動

が
終
了
し
ま
す
。
今
年
も
春
か
ら
村
内
新

発
見
が
、
続
々
と
あ
り
ま
し
た
。　

　

特
に
ト
ン
ボ
類
は
こ
れ
ま
で
も
広
報

「
さ
か
え
」
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
た
に
ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
ミ
ヤ
マ
カ

ワ
ト
ン
ボ
、サ
ラ
サ
ヤ
ン
マ
、コ
シ
ボ
ソ
ヤ

ン
マ
の
４
種
が
初
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
５
月
に
北
野
植
物
園
内
の
池
で

見
つ
か
っ
た
ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
は
、
そ

の
後
も
７
月
に
か
け
て
、
村
内
５
か
所
で

確
認
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
栄
村
は
、
こ

の
ト
ン
ボ
の
分
布
域
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。
主
に
関
東
か
ら
西
日
本
に
生
息
す
る

ト
ン
ボ
で
、
成
虫
で
越
冬
す
る
大
変
め
ず

ら
し
い
種
で
す
（
長
野
県
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
）。

　

さ
ら
に
は
、
７
月
に
は
、
渓
流
に
生
息

す
る
数
の
少
な
い
ミ
ヤ
マ
カ
ワ
ト
ン
ボ
も

月
岡
集
落
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
に
記
録
が
あ
り
な
が
ら

我
々
が
確
認
で
き
て
い
な
か
っ
た
コ
フ
キ

ト
ン
ボ
、
ル
リ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
カ
オ
ジ
ロ

ト
ン
ボ
、
オ
オ
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ
の
４
種
も

再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
の
コ
フ
キ
ト
ン
ボ
は
、
ス
キ
ー

場
の
駐
車
場
下
の
池
で
再
発
見
し
ま
し

た
。
こ
の
ト
ン
ボ
は
、
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

に
似
た
や
や
小
型
の
ト
ン
ボ
で
す
。
恐
ら

く
20
数
年
ぶ
り
の
記
録
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
く
身
近
な
池
に
生
息
し
て
い
た
こ
と

に
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

探
し
求
め
て
い
た
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
を
つ
い
に

再
確
認
し
ま
し
た
。
古
い
記
録
が
あ
り
な

が
ら
、
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

昆
虫
で
す
。

　

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
と
同
様

に
日
本
人
に
は
な
じ
み
の
深
い
、
体
長
４

㎝
に
も
な
る
大
型
の
水
辺
の
昆
虫
で
す
。

水
中
に
す
む
甲
虫
と
し
て
は
、
日
本
で
は

最
大
種
で
す
。

　

か
つ
て
は
、
身
の
回
り
の
池
沼
や
水
田

な
ど
で
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
す
め
る
水
辺
の
減
少
や
農

薬
な
ど
の
影
響
で
、
近
年
は
す
っ
か
り
そ

の
数
が
減
り
、
全
国
的
に
希
少
種
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
（
環
境
省
：
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
、
長
野
県
：
準
絶
滅
危
惧
）。

　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の

仲
間
を
16
種
確
認
し
た
の
で
す
が
、
ど
う

し
て
も
本
家
本
元
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

９
月
に
ト
ン
ボ
類
調
査
中
の
池
で
、
偶

然
に
発
見
し
た
の
で
す
。
や
っ
ぱ
り
残
っ

て
い
た
の
で
す
！
安
堵
感
と
と
も
に
、
う

れ
し
さ
で
興
奮
し
た
私
た
ち
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
今
思
う
こ
と
は
、

　

や
っ
ぱ
り
す
ご
い
ぜ
、
栄
村
！

　

今
年
の
調
査
の
簡
単
な
報
告
を
兼
ね

て
、
村
の
文
化
祭
に
併
せ
て
村
役
場
２
階

ホ
ー
ル
に
パ
ネ
ル
展
示
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
後
、
私
た
ち
の
調
査
結
果
を

い
か
に
村
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
な
が

ら
、
保
護
・
保
全
、
そ
し
て
村
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
） 

身近にある池で再確認されたコフキトンボ。
胸の模様が芸術的！（2022.7.19）

ついに発見！ゲンゴロウ。
村内のほかの池にも残っていそうです。（2022.9.30）

希少な動植物のパネル展示。
（第44回栄村総合文化祭にて）
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９月火災・救助・救急出動件数

最高気温 35.6℃ ９月19日㈪

最低気温 11.1℃ ９月22日㈭

平均気温 21.9℃ 総 雨 量 214.0㎜

栄村の気象（９月）

世帯数 793世帯 前月比＋1
人　口 1,648人 －13
男 778人 －7
女 870人 －6

出生 0
死亡 6
転入 4
転出 11

世帯と人口（10月１日現在） ９月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 0 92 飯山日赤� 4

津南病院� 1
そ の 他� 2
不 搬 送� 0
合　　計� 7
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 1 19

野沢温泉村 0 1 13

栄 村 1 0 7

管 轄 外 等 0 0 0

消したよね　人にまかせず　自分の目

11月の納税等
〇固定資産税　　　〇国民健康保険税
〇介護保険料　　　〇後期高齢者医療保険料
〇村営住宅料　　　〇ケーブルテレビ使用料
〇教員住宅使用料　〇合併浄化槽使用料
〇保育料　　　　　〇農業集落排水処理使用料
〇温泉休憩所使用料　〇学童保育料

生活カレンダー11月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　11月30日㈬　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　11月22日㈫
　八十二銀行・県信　11月25日㈮

〈登録方法〉
　右の二次元コードを読み取り、追加又は以下の
方法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
幼
児
健
診
】

日
時
：
７
日
㈪　

午
後
１
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室 

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
８
日
㈫
・
22
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
離
乳
食
教
室
】

日
時
：
９
日
㈬　

午
前
10
時
半
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
】

日
時
：
14
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
16
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ 

【
あ
そ
び
の
教
室
】

日
時
：
30
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

行
事
・
そ
の
他

【
千
曲
川
沿
線
サ
イ
ク
リ
ン
グ
】

日
時
：
６
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
森
～
湯
滝
温
泉 

【
に
じ
い
ろ
カ
フ
ェ
】

日
時
：
16
日
㈬　

午
前
10
時
半
か
ら

場
所
：
旧
医
師
住
宅



令和３年度　一般会計・特別会計　歳入歳出決算額

●発行／栄村議会　　●責任者／上倉敏夫　　●編集／議会報編集委員会

内容：◦令和３年度一般会計・特別会計歳入歳出決算額　◦主な可決案件　◦令和４年度予算推移
　　　◦陳情審査結果　◦令和５年度栄村事業計画（予算樹立）に関する提言書　◦一般質問６名
　　　◦議会全員協議会報告

第204号栄村議会報

令和４年９月定例会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

◆令和４年度　栄村一般会計補正
予算（第４号）

・国民年金法および地方公務員等共済組合法の一部改定による会計年度任用
職員の社会保険料：14,419千円
・住民税非課税世帯臨時特別交付金：3,000千円
・中山間地域直接支払交付金：2,898千円
・箕作泉平線道路改良工事交付金対象事業額の増額：5,522千円他
・補正額：16,426千円

◆令和４年度　栄村国民健康保険
特別会計（施設勘定）補正予算
（第２号）

・人事異動に伴う人件費：961千円
・診療所玄関西側屋根に雪庇除けフェンス設置：961千円他
・補正額：1,926千円

◆令和４年度　栄村介護保険特別
会計補正予算（第１号）

・介護報酬改定に伴う介護保険料算定用システム改修：214千円
・昨年度交付金等確定による返還金：4,453千円
・補正額：4,667千円

◆令和４年度　栄村スキー場特別
会計補正予算（第１号）

・センターハウス入口自動ドアの修繕及び１階男子トイレ小便器交換による
修繕
・補正額：700千円

◆令和４年度　栄村ケーブルテレ
ビ特別会計補正予算（第２号）

・CATV保守工事および千曲川堤防工事に係るCATV移設工事
・補正額：717千円

◆令和４年度　栄村簡易水道事業
会計補正予算（第２号）

・人事異動に伴う人件費および漏水していた水道管の修繕費
・補正額：3,906千円

　令和３年度の一般会計決算・特別会計決算については、議員全
員起立（賛成）により認定されました。
※詳細については、広報さかえ10月号（第467号）６ページから
８ページを参照して下さい。

区　分 一般会計 特別会計（11会計）

歳入額 33億5,581万円 10億6,495万円

歳出額 30億 790万円 10億3,997万円
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案　件　名 内　　容

◆令和４年度　栄村下水道事業会
計補正予算（第１号）

・当初予算策定時は額の確定していない項目があることから「事業開始予定
貸借対照表」を作成した。令和３年度決算で未収金等の額が確定したこと
により数値を修正し、令和４年４月１日の「事業開始貸借対照表」に改めた

◆栄村国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について

・税率の低い保険者の税率を引き上げる際に、保険税負担の軽減を図るた
　め、医療費分の均等割と平等割について、前年度の５パーセント以上増額
になる場合、その５パーセントを超える分について課税減税を行うもの。
長野県の方針で、令和９年度までに２次医療圏（北信広域連合の圏内）で
の税額の均等化を進めている。これに基づき本村でも今年度改正を行い保
険税率等を引き上げたが、低所得被保険者の負担軽減をはかるための課税
免除を行うため条例の改正を行うもの

◆栄村震災復興特別基金条例を廃
止する条例の制定について

・県から交付された復興交付金で基金造成し、事業を実施してきたが令和３
年度で計画期間が終了し、基金残高も無くなったことから基金条例を廃止
するもの

◆栄村特別会計条例の一部を改正
する条例の制定について

・本年度から、簡易水道事業、生活排水処理事業、農業集落排水事業は地方
公営企業法を適用しているが、令和３年度決算報告をもって、簡易水道、
生活排水処理、農業集落排水の特別会計が終了することから、栄村特別会
計条例から、この３つの特別会計を削除するもの

◆令和４年度　栄村村民住宅建設
工事請負契約の締結について

・相 手 方：株式会社　サンタキザワ
・契約金額：220,000千円

◆栄村過疎地域持続的発展市町村
計画の変更について

・緊急治水対策プロジェクト事業の実施により、箕作集落内の住宅用地の整
備やそれに伴う道路、水路、水道施設等の整備が行われることから、これ
までの計画の本文中にこれらの事業が未掲載となっているので、事業の追
加・修正について提案するもの

◆人権擁護委員候補者の推薦につ
いて

・大
おお

庭
ば

　光
てる

一
かず

氏（箕作）

◆令和４年度　栄村予算推移◆
区　　分 当初予算 ４月補正 ６月補正 ９月補正 予算総額 増減額 増減率％ 構成比

一 般 会 計 2,895,000 73,447 59,241 16,426 3,044,114 149,114 105.15
特　別　会　計

国 民 健 康 保 険
（事業勘定） 227,545 227,545 0 100.00 23.6%

国 民 健 康 保 険
（施設勘定） 122,527 4,400 1,926 128,853 6,326 105.16 13.4%

秋 山 診 療 所 3,919 3,919 0 100.00 0.4%
後期高齢者医療 30,466 30,466 0 100.00 3.2%
介 護 保 険 406,979 4,667 411,646 4,667 101.15 42.7%
介 護 サ ー ビ ス 7,869 7,869 0 100.00 0.8%
ス キ ー 場 112,414 700 113,114 700 100.62 11.7%
ケーブルテレビ 30,275 2,145 7,170 39,590 9,315 130.77 4.1%
特 別 会 計 合 計 941,994 963,002 21,008 102.23

公営企業会計
簡 易 水 道 事 業 110,522 26,830 3,906 141,258 30,736 127.81
下 水 道 事 業 16,677 16,677 0 100.00
公営企業会計合計 127,199 157,935 30,736 124.16

単位：千円	
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陳情　審査結果

総 務 文 教
常任委員会

１．村民が希望の持てる村政施策を進めるため、自主財源、交付税の安定的確保に努め、財政調整基
金を含むすべての基金の使途に関しては、必要性が妥当で適切か判断し進めること。

２．歳出科目についてはより計画的、効率的、公平に対応し、少ない経費でより多くの効果を得られ
るよう方策を講じること。

３．予算の樹立に向けては、前年度の成果をもとに計画を立て、主要施策の効果を明記すること。
４．防災・減災に努め情報を発信し、常に村民に寄り添える体制を整え、地域の安心、安全に努める

こと。　　
５．地域の活性化を図るため、移住を含めた人口減少問題を重要施策と位置付け、積極的に取り組む

こと。
６．教育環境の更なる充実を図り、未来を拓く子どもたちの育成に努めること。
７．新型コロナウイルス感染症対策を通じ、村民の健康不安や感染者に万全の対策を講じ、村内経済

対策を積極的に行うこと。

産 業 社 会
常任委員会

１．新型コロナ感染症は変異を繰り返しながら、令和５年度においてもなお対策を要することとなる
可能性が大きい。感染症対策に万全を期す措置を講じられたい。

２．令和５年度は「第６次栄村総合振興計画後期基本計画（令和４～８年度）」の２年目となる。予
算の編成は、「後期基本計画」の令和５年度における実施目標を明示して、行われたい。

３．若者の定住・移住の拡充を引き続き、重点施策とされたい。とくに、対外的な広報・アピールの
充実を重視されたい。

４．農業・農村振興の施策においては、中山間地域等直接支払制度における加算措置の一層の拡充を
めざすとともに、いわゆる農村RMOの形成に係る積極的な予算措置を講じられるよう、農水省・
長野県への働きかけを早々に進められたい。

５．林業施策の一層の拡充・充実を行うとともに、森林整備保全・林業拡充に関する村民への広報の
充実を図られたい。

６．村所有観光施設の計画的な維持・運営に努められたい。
７．国民健康保険、介護保険、社会福祉関係施設の持続可能な運営に努めるとともに、「いつまでも

集落で生き生きと暮らせる」環境づくりの施策を充実されたい。
８．３ヶ年にわたる希少動植物調査の成果をふまえて、栄村の自然環境保護、生物多様性・生態系の

保全にむけた次のステップに踏み出す施策を講じられたい。

◆令和4年度 栄村事業計画（予算樹立）に関する提言書を村当局へ提出◆

陳情件名 陳 情 事 項 陳 情 者 審査結果

「へき地教育振興法
に鑑み、へき地手当
等支給率を近隣県並
みの水準に戻すこ
と」を長野県知事に
求める陳情書

１．へき地手当およびへき地手当に準じる手当の支給率
を、教育の機会均等と教育水準の向上をはかるため、
都市部との格差、いわゆる相対的へき地性がいっそ
う拡大している実情を十分把握しつつ、近隣県との
均衡を勘案し、2005年度以前の水準に戻すこと。

長野県教職員組合
栄村教職員組合
執行委員長

栗岩　淳

趣旨採択

「『さらなる少人数学
級推進と教育予算の
増額』と『義務教育
費国庫負担制度の堅
持・拡充』を求める
意見書」採択を求め
る陳情書

１．どの子にもゆきとどいた教育をするため、さらなる
少人数学級推進と教育予算の増額をすること。また、
複式学級の学級定員を引き下げること。

２．教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要
不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率
を２分の１に復元するなど拡充すること。

栄村教職員組合
執行委員長

栗岩　淳

採　択
（意見書
として国
へ提出）
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い
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
温
泉
宿
泊
施
設
は
公
の
も
の
と

し
て
、
村
民
に
必
要
な
施
設
と
し
て
、
ま
た

村
民
に
期
待
さ
れ
る
施
設
と
し
て
の
見
極
め

を
大
事
に
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
運
営
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
様
々
な
角

度
か
ら
今
後
の
姿
を
探
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
温
泉
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
は
人
気

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
東
部
地

域
に
も
温
泉
施
設
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
様
の
人
気
が
出

る
と
考
え
る
。
秋
山
郷
の
み
な
ら
ず
、
東
部

地
域
の
活
性
の
た
め
に
人
的
交
流
を
進
め
、

移
住
等
、
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
、
東
部
地

区
に
キ
ャ
ン
プ
場
の
創
設
を
計
画
に
組
み
入

れ
ら
れ
な
い
か
。

村
長
北
野
天
満
温
泉
の
温
泉
棟
の
改

修
、
ま
た
土
合
橋
ま
で
の
北
野
か

ら
の
道
路
改
良
等
の
計
画
が
あ
る
が
、
温
泉

棟
の
改
修
や
道
路
改
良
を
し
た
だ
け
で
は
観

光
的
発
展
性
は
乏
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
キ

ャ
ン
プ
の
こ
と
を
含
め
、
ま
た
噴
出
す
る
地

下
水
の
活
用
、
周
囲
の
山
林
や
施
設
の
木
材

活
用
な
ど
今
ま
で
と
違
っ
た
姿
を
想
像
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
天
神
様
、
学

問
の
湯
等
北
野
天
満
温
泉
エ
リ
ア
の
東
部
地

域
の
拠
点
と
し
て
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

質
問
ト
マ
ト
の
国
、
北
野
天
満
温
泉
、

の
よ
さ
の
里
、
雄
川
閣
、
村
内
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
、
村
の

村
益
、
本
村
の
力
量
、
施
設
の
必
要
性
な
ど
、

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
抜
本
的
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

実
施
計
画
で
は
、
温
泉
宿
泊
施
設
指
定
管

理
委
託
と
し
て
い
る
が
、「
４
つ
の
施
設
は

少
し
多
い
」と
い
う
村
民
の
声
を
聞
く
中
で
、

村
は
今
後
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
取
り
組
む

の
か
。

村
長
村
民
の
皆
様
に
お
い
て
も
、
色
ん

な
意
見
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
全
員
が
賛
成
で
物
事
が
全
て
進
む
と
い

う
こ
と
は
な
か
な
か
無
い
が
、
色
々
な
意
見

を
受
け
止
め
な
が
ら
、
歴
史
、
地
域
の
関
わ

り
、
施
設
の
利
用
状
況
、
関
係
す
る
雇
用
、

財
政
的
な
こ
と
も
含
め
総
合
的
に
判
断
し
て

村　長

色
々
な
意
見
を
受
け
止

め
な
が
ら
総
合
的
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。

４
つ
の
温
泉
宿
泊
施
設
は

少
し
多
い
の
で
は
な
い
か
。

島
田
伯
昭
議
員

実
施
計
画
（
Ｒ
４
～
６
）
に

つ
い
て

す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
の
が
率
直
な
実

感
。
い
ず
れ
に
し
て
も
新
し
い
過
疎
法
の
理

念
と
逆
行
す
る
流
れ
で
あ
る
と
も
感
じ
る
。

②
地
域
の
生
活
者
に
と
っ
て
は
、
飯
山
線
が

便
利
で
な
け
れ
ば
利
用
は
し
に
く
く
な
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
で
使
う
こ
と
は
時
間
的
ロ
ス
が
多

く
な
り
、
な
か
な
か
難
し
い
。
結
局
、
限
ら

れ
た
高
校
生
の
通
学
や
車
を
運
転
さ
れ
な
い

方
の
病
院
へ
の
通
院
等
が
利
用
の
実
態
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
朝
、
昼
、
夕
方
の
上
下
線

の
便
利
度
の
確
保
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
観

光
サ
イ
ド
か
ら
の
利
用
を
図
る
こ
と
が
沿
線

地
域
の
活
力
と
な
る
。
飯
山
線
が
沿
線
観
光

の
輝
き
を
発
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
的
存

在
と
な
れ
ば
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
Ｊ
Ｒ
事
業
者
か
ら
の
説
明
、
ま

た
長
野
県
と
し
て
も
動
き
が
出
て
く
る
。
沿

線
の
市
町
村
と
の
結
束
を
図
り
、
今
後
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

松
尾
10
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
全

線
開
通
す
る
。
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
非

常
に
景
色
が
い
い
と
こ
ろ
で
、
飯
山
線
と
繋

げ
る
と
全
国
的
に
見
て
も
価
値
の
あ
る
素
晴

ら
し
い
観
光
ル
ー
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
栄
村

か
ら
積
極
的
な
提
案
を
し
て
、
飯
山
線
沿
線

地
域
活
性
化
協
議
会
で
村
と
し
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
。

村
長
只
見
線
の
景
観
は
、
私
も
脳
裏
に

残
っ
て
い
る
。
飯
山
線
は
日
本
最

高
積
雪
地
点
を
通
る
こ
の
区
間
を
持
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
も
様
々
な
可
能

性
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

松
尾
①
国
交
省
検
討
委
員
会
の
提
言
と

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
情
報
の
公
表

に
つ
い
て
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

②
今
後
の
飯
山
線
の
活
用
、
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

村
長
①
鉄
道
は
公
共
性
が
非
常
に
高

く
、
市
場
原
理
主
義
は
そ
ぐ
わ
な

い
。
二
つ
目
に
、
旧
国
鉄
が
民
営
化
さ
れ
た

際
に
、Ｊ
Ｒ
は
公
的
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、

株
式
会
社
と
し
て
の
利
益
を
求
め
ら
れ
る
特

殊
で
難
し
い
企
業
に
な
っ
た
。
ま
た
、
道
路

網
が
整
備
さ
れ
て
、
車
が
生
活
に
欠
か
せ
な

く
な
っ
た
こ
と
で
、
国
鉄
時
代
と
異
な
る
公

共
性
の
弱
体
化
と
、
地
方
人
口
の
減
少
、
Ｊ

Ｒ
利
用
者
の
減
と
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
流
れ

と
な
る
こ
と
は
想
定
が
で
き
る
わ
け
で
、
開

き
直
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
だ
か
ら
ど
う

村　長

新
し
い
過
疎
法
の
理
念

と
逆
行
す
る
流
れ
で
あ

る
と
も
感
じ
る
。

国
交
省
検
討
委
員
会
の
提

言
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営

情
報
の
公
表
に
つ
い
て
、

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

松
尾
　
眞
議
員

Ｊ
Ｒ
飯
山
線
の
将
来
像
に
つ
い
て
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を
創
ろ
う
！
」
検
討
会
で
は
、
現
在
及
び
今

後
の
学
力
観
や
学
校
教
育
へ
の
願
い
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と
共
に
、

少
人
数
ゆ
え
に
個
を
大
切
に
し
、
栄
村
ら
し

い
教
育
の
あ
り
方
を
村
民
の
皆
さ
ん
が
熱
望

し
て
い
る
様
子
が
大
変
感
じ
ら
れ
有
難
い
。

③
需
要
の
高
ま
り
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

利
用
者
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
今
後
の
方

向
性
（
料
金
、
時
間
延
長
等
）
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

質
問
①
今
年
度
改
正
さ
れ
た
教
育
大
綱

に
、
重
層
教
育
体
制
の
整
備
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
必
要
性
は
。
②
栄
村

ら
し
い
教
育
で
、
こ
こ
に
暮
ら
す
厳
し
さ
や

こ
れ
に
打
ち
勝
つ
強
さ
を
取
り
入
れ
た
ふ
る

さ
と
学
習
が
必
要
で
は
。

教
育
長
①
重
層
教
育
体
制
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
活
動
の
失
敗
経
験

と
克
服
経
験
」
各
年
齢
の
学
び
の
機
会
に
こ

れ
ら
を
重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
進
化
し
た
学

び
に
繋
が
り
、
自
信
や
知
識
、
知
恵
と
い
っ

た
生
き
る
力
に
直
結
す
る
と
考
え
て
い
る
。

②
ふ
る
さ
と
学
習
は
、
学
習
の
柱
。
五
感
を

通
し
た
学
び
、
生
き
る
支
え
や
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
り
生
き
る
上
で
の
芯
に
な
る
部
分

を
育
て
ら
れ
る
一
番
の
活
動
時
間
で
あ
る
。

「
ふ
る
さ
と
栄
」
と
い
う
総
合
的
な
学
習
の

本
を
足
掛
か
り
に
先
生
方
に
も
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
等
の
活
動
に
十
分
ご
理
解
と

ご
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
。

秋
山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
始
め

ら
れ
た
こ
と
は
大
変
結
構
な
こ
と
だ
と
思

う
。
こ
の
理
念
を
尊
重
し
な
が
ら
公
民
館
も

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
。

　

の
よ
さ
の
里
に
つ
い
て
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク

や
各
種
事
業
を
展
開
す
る
舞
台
と
し
て
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
、
大
い
に
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長
公
民
館
の
本
館
、
分
館
と
い

う
位
置
付
け
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
、
人
権
教
育
、
社
会
教
育
の
分
野
で

は
弱
さ
は
感
じ
ら
れ
る
。
時
代
の
流
れ
、
人

口
減
少
、
高
齢
化
率
の
上
昇
を
考
え
れ
ば
、

現
在
の
姿
が
適
切
だ
と
思
う
。

　

分
館
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
力

を
注
い
で
い
る
。
よ
り
楽
し
く
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
き
る
た
め
の
公
民
館
活
動
に
シ
フ

ト
し
て
い
る
地
区
も
出
始
め
て
い
る
。

　

秋
山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
様
々
な

秋
山
の
暮
ら
し
を
考
え
、
実
行
に
移
せ
る
よ

う
に
話
し
合
い
の
中
心
的
役
割
を
担
う
会
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
秋
山
郷

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
理
念
に
つ
い
て
、
ま

さ
に
そ
れ
が
公
民
館
活
動
で
は
重
要
で
「
地

区
で
は
何
を
や
り
た
い
の
か
」
と
い
う
こ
と

を
教
育
委
員
会
で
は
強
く
求
め
て
い
る
。
協

議
会
が
さ
ら
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
民
館
は
サ
ポ
ー
ト
的

な
立
場
で
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問
①
教
育
施
政
方
針
か
ら
、
保
小
中

一
貫
教
育
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
異
年
齢
集
団
の
学
び
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
②
教
育
委
員
会
が
進

め
て
い
る
「
み
ん
な
で
学
校
を
創
ろ
う
！
」

に
つ
い
て
、経
過
と
今
感
じ
て
い
る
こ
と
は
。

③
益
々
利
用
が
増
え
る
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
「
今
年
度
検
討
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る

が
。教

育
長
①
一
貫
教
育
に
関
し
て
は
、

ま
だ
白
紙
の
状
態
。
今
後

様
々
な
選
択
肢
が
出
て
く
る
の
で
検
討
し
た

い
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
12
年
間
境
目
な
く
連
続

性
を
重
視
し
た
教
育
と
、
子
ど
も
同
士
の
関

り
や
考
え
方
が
多
様
に
な
り
、
上
級
生
が
下

学
年
に
対
し
て
優
し
く
接
し
、
思
い
や
り
を

持
っ
た
行
動
が
育
つ
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
下

学
年
が
上
級
学
年
に
頼
る
傾
向
が
増
加
し
て

主
体
性
の
面
が
劣
る
。
②
「
み
ん
な
で
学
校

質
問
公
民
館
は
社
会
教
育
法
に
基
づ
い

て
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福

祉
増
進
の
実
際
の
生
活
に
属
す
る
事
業
を
展

開
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

栄
村
で
は
、
過
去
に
本
館
と
分
館
の
公
民

館
活
動
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
新
し
く
分
館

の
位
置
付
け
を
独
立
し
た
公
民
館
と
し
て
現

在
に
至
る
。
課
題
や
利
点
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
か
。

　

秋
山
地
区
で
は
、
区
長
会
に
代
わ
っ
て
秋

山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」

を
理
念
に
進
も
う
と
し
て
い
る
。
公
民
館
と

し
て
の
関
わ
り
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

の
よ
さ
の
里
を
公
民
館
と
関
連
付
け
、
ジ

オ
パ
ー
ク
や
歴
史
・
文
化
、
鈴
木
牧
之
分
館

と
し
て
利
用
す
る
考
え
は
。

村
長
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
つ
く
る
」
と
い
う
理
念
の
下
で

教育長

教育長

利
用
者
の
声
を
吸
い
上

げ
な
が
ら
方
向
性
を
探

っ
て
い
く
。

サ
ポ
ー
ト
的
な
立
場
で
関

わ
っ
て
い
く
。

利
用
が
増
え
る
学
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

「
秋
山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

公
民
館
と
し
て
の
関
わ
り
は
。

保
坂
良
徳
議
員

相
澤
博
文
議
員

教
育
施
政
方
針
に
つ
い
て

公
民
館
に
つ
い
て
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で
食
堂
が
３
店
舗
あ
っ
た
が
、
今
は
い
ず
れ

も
閉
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
条
件
が
合
え

ば
貸
し
て
く
れ
る
店
舗
が
２
軒
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
空
き
店
舗
と
商
売
し
た
い
人
を
、
村

政
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
な
い
か
。

村
長
食
堂
や
そ
の
他
商
店
、
民
宿
な
ど

の
村
内
の
事
業
者
に
お
い
て
、
後

継
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
継
続
で
き
ず

廃
業
と
な
る
事
業
者
が
い
て
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
人
口
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
は
事
実

だ
。
起
業
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
思

い
や
事
業
者
の
見
解
は
一
様
で
な
い
。
例
え

ば
、
村
内
の
国
道
沿
線
に
お
い
て
も
食
堂
が

本
当
に
少
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
に
至
る
ま
で

の
経
過
も
個
々
様
々
で
あ
っ
て
、
行
政
が
関

わ
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
関
係
情
報

発
信
や
該
当
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
政
と
し

て
現
実
的
な
と
こ
ろ
と
考
え
る
。

商
工
観
光
課
長
事
業
承
継
に
つ
い
て

は
、
県
の
サ
ポ
ー
ト

機
関
で
も
支
援
し
て
お
り
、
創
業
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
栄
村
で
田
舎
暮
ら
し
」サ
イ
ト
に
、

事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
方
や
そ
の
内
容
を
紹

介
す
る
こ
と
は
移
住
者
の
就
業
へ
の
近
道
と

な
る
の
で
、
ど
う
い
う
掲
載
の
仕
方
が
良
い

の
か
、
担
当
課
と
も
調
整
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

建
設
課
長
移
住
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
「
栄
村
田
舎
暮
ら
し
ガ

イ
ド
」
に
つ
い
て
は
、１
０
０
０
部
作
製
し
、

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
県
事
務
所
な
ど
県

内
外
10
か
所
に
配
置
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

る
。「
栄
村
で
田
舎
暮
ら
し
」
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
８
月
ま

で
で
、一
万
回
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
問
雪
害
対
策
救
助
員
の
対
象
世
帯
が

１
６
３
世
帯
で
、
全
世
帯
の
20
％

道
踏
み
支
援
の
対
象
世
帯
は
88
世
帯
で
全
世

帯
の
11
％
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
救
助

員
数
は
適
正
か
。
道
踏
み
支
援
員
の
確
保
が

難
し
い
地
域
も
出
て
来
て
い
る
。
事
業
の
財

源
は
、
過
疎
債
、
県
補
助
金
を
充
当
し
て
い

る
が
、
豪
雪
は
災
害
と
い
う
観
点
か
ら
財
政

支
援
の
拡
充
を
国
、
県
に
強
く
増
額
要
望
す

べ
き
で
あ
る
。

村
長
昨
年
度
の
雪
害
対
策
救
助
員
は
18

人
で
、
補
助
員
５
人
の
体
制
。
人

員
は
、
早
期
の
募
集
で
確
保
を
目
指
し
て
い

る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
満
足
で
き
る
充
当

に
は
程
遠
く
、
引
き
続
き
増
額
の
要
望
活
動

を
続
け
た
い
。
道
踏
み
支
援
員
の
確
保
が
難

し
い
地
域
で
は
、
各
集
落
や
団
体
等
へ
お
願

い
す
る
な
ど
早
め
の
対
応
に
努
め
た
い
。

質
問
今
、
栄
村
の
問
題
の
一
つ
に
産
業

が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
村
政
と
し
て
、
積
極
的
な
産
業
促
進
策

が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
事
業
継
承
促

進
と
創
業
促
進
で
あ
り
、
そ
の
積
極
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
政
が
行
う
こ
と
だ
。
行
政
が
継

承
者
を
求
め
て
い
る
村
内
事
業
者
や
、
創
業

の
可
能
性
の
あ
る
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、

村
内
外
に
対
し
、
事
業
継
承
や
創
業
を
希
望

す
る
人
が
い
な
い
か
呼
び
か
け
、
両
者
を
つ

な
ぐ
。

　

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
呼
び
か
け
を
、
移
住

希
望
者
に
対
し
て
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
。
こ
れ
は
全
国
的
に
は
珍
し
く
な
く
、
先

行
事
例
は
い
く
つ
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
秋
山
地
区
に
は
10
年
ほ
ど
前
ま

質
問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
で
、
新

し
い
生
活
様
式
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等

地
方
移
住
を
可
能
と
す
る
柔
軟
な
働
き
方
が

社
会
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
地
方
の
良
さ
が

見
直
さ
れ
、
農
山
村
へ
の
関
心
が
増
え
て
い

る
。

　

栄
村
へ
の
移
住
実
績
、
移
住
相
談
体
制
の

強
化
や
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
進
め
る
か
伺
う
。

村
長
栄
村
へ
移
住
さ
れ
た
方
は
、
令
和

２
年
度
に
お
い
て
、
２
組
３
名
、

３
年
度
は
３
組
５
名
、
４
年
度
４
組
７
名
で

あ
る
。
相
談
窓
口
は
、
建
設
課
定
住
住
宅
係

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
、
こ
れ
を
原
則
と
し

て
い
る
。

　

移
住
は
、
生
活
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
な

ど
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、例
え
ば
、

「
栄
村
移
住
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
も

こ
れ
か
ら
は
、
存
在
し
て
も
い
い
と
思
う
。

専
門
的
な
相
談
員
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

村　長

村　長

関
係
情
報
発
信
や
該
当
者

へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
政
と

し
て
現
実
的
な
と
こ
ろ
。

相
談
窓
口
は
、
建
設
課

定
住
住
宅
係
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
体
制
。

事
業
継
承
促
進
と
創
業

促
進
に
対
し
、
村
政
と

し
て
の
積
極
的
な
サ
ポ

ー
ト
が
必
要
。

移
住
相
談
体
制
の

強
化
を
。

山
上
宏
晃
議
員

保
坂
眞
一
議
員

事
業
継
承
・
創
業
促
進
策
と

人
口
増
化
策
に
つ
い
て

移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

克
雪
対
策
つ
い
て
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栄村議会全員協議会報告
◎令和４年４月から９月までの「議会全員協議会」で協議された項目内容を
お知らせします。

議長提出の全員協議会 議会の計画や課題について議員全員で協議する場です。基本的に
月一回開くことにしています。

開 催 日 内　　　容

４月26日
㈫

◎　発議第２号について
　　ロシアによるウクライナ軍事侵攻について強く非難し、戦争犯罪について徹底弾劾して即時停戦

を求める決議を臨時議会で発議することについて承認されました。
◎　今後の予定について
　　・５月議会全員協議会　５月11日㈬
◎　その他
　　・村から依頼のあった各審議会等委員について下記のとおり推薦しました。
　　　（審議会等名）　　　　　　　　　　　　　　　　　（推薦委員）
　　　栄村福祉審議会委員　　　　　　　　　　　　　　松尾　眞
　　　栄村民生委員推薦委員　　　　　　　　　　　　　松尾　眞、島田伯昭
　　　栄村地域包括支援センター運営協議会委員　　　　島田伯昭
　　　栄村農政審議会　　　　　　　　　　　　　　　　松尾　眞

５月11日
㈬

◎　６月定例会について
　　５日間：６月13日㈪～17日㈮　　議会運営委員会　６月６日㈪
◎　その他
　　・中津川切明地域土砂崩落について
　　　５月９日に中津川の切明地域右岸において発生した大規模土砂崩落について相澤議員から報告

を受け、全員協議会終了後適切な対応を行うよう村に申し入れました。
　　・雄川閣等について
　　　雄川閣等の公の施設についてのあり方を今後も全員協議会で考えていくこととしました。

６月13日
㈪

◎	 切明崩落地の対応等について
　　５月の全員協議会終了後に村に申し入れた切明土砂崩落について、今後の村の対応を建設課長か

ら説明を受け、上部の村道を通行する観光客や釣り客などの安全対策や切明や屋敷の旅館等経営
者に有事の際に速やかに連絡が入る体制としてほしいと申し入れました。

◎	 新型コロナウイルスワクチン４回目接種について
　　60歳以上を対象としたコロナワクチン４回目接種の目的と接種の日程などについて民生課長から

説明を受けました。
◎	 マスク着用の目安について
　　マスクの着用の目安について総務課から下記のように説明を受けました。
　　　（場面に応じて着用を）
　　　・屋内にいるときや、２ｍ程度の距離を取れない時はマスクを着用しましょう。
　　　・屋外でもイベントなどで人が多い場合はマスクを着用しましょう。
　　　・どんな場面に遭うか分からないので常にマスクは持ち歩きましょう。
◎	 今後の予定について
　　・７月全員協議会　７月14日㈭
◎	 その他
　　・雄川閣の抱える課題として、指定管理の選定方法、現在の雄川閣の立ち位置、秋山地域として

の課題について議論を進めました。
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開 催 日 内　　　容

７月14日
㈭

◎　雄川閣等について
　　議員全員から意見を聞き、切明地区における観光地としてのあり方やそれぞれの施設の経営の違

いなどの再確認を行い、のよさの里を含めた秋山地区全体の公の施設としての活用や観光地とし
ての今後については、秋山地域としてどんな考えでどのように進めていくのかが重要であると確
認しました。

◎　今後の予定について
　　・８月全員協議会　８月９日㈫

８月９日
㈫

◎　９月定例会について
　　11日間：９月２日㈮～12日㈪　　議会運営委員会：８月25日㈭
◎	 雄川閣等について
　　７月全員協議会での確認から、秋山郷地域づくり協議会が住民から意見を聴取し、その内容から

地元としての考えをまとめ、村に提案したいとの報告がありました。
　　また、これまでの指定管理で不明瞭な手続きがある点などを担当からお聞きしたく、９月に商工

観光課との懇談をすることを確認しました。

９月５日
㈪

◎	 雄川閣等について
　　商工観光課の課長及び担当係長から、今までの指定管理の手続きなどについて懇談を行いました。

確認したのは主に下記についてです。
　　・指定管理するにあたって、営業形態に営業日数などの指定があったかどうか
　　・最初の指定管理期間（３年間）の実績と評価の実施について
　　・なぜ今年は雄川閣だけ１年の指定管理になったのか
◎	 特別豪雪地帯指定市町村議会総会議題について
　　栄村の豪雪対策として下記の事項を県に要望、陳情することを確認しました。
　　１．県道秋山郷森宮野原（停）線の改良と通年施行について
　　　・五宝木～極野間の未改良区間の早期改良　
　　　・長瀬～笹原間の法面のスノーシェッド等による恒久対策
　　２．県道長瀬横倉（停）線の改良について
　　　・長瀬～原向間の狭隘箇所の改良促進
　　　・長瀬～老人福祉センター間、県境付近の改良促進
　　３．国道117号線の冬期対策について
　　　・平滝地籍の無散水融雪工の整備促進
　　　・平滝地籍の冬期歩道確保対策
◎	 今後の予定
　　・10月全員協議会　10月17日㈪
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10
月
16
日
㈰
秋
の
晴
れ
渡
る
空
の

下
、
3
年
ぶ
り
と
な
る
栄
村
総
合
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
小
中
合
同
音

楽
会
は
栄
小
学
校
体
育
館
と
別
会
場
で

の
開
催
と
な
り
、
ホ
ー
ル
会
場
へ
オ
ン

ラ
イ
ン
中
継
。
午
後
の
み
ん
な
の
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学

校
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
7
団
体
に
よ

る
多
種
多
様
な
発
表
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
外
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し

て
4
店
舗
が
出
店
し
、
列
を
つ
く
る
店

舗
も
…
。
展
示
も
15
団
体
の
村
民
の
方

か
ら
出
展
し
て
い
た
だ
き
、
来
場
者
の

目
を
引
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
笑
顔
が
集
ま
っ
た
文
化
祭
。

出
場
者
か
ら
も
、
来
場
者
か
ら
も
「
来

て
（
や
っ
て
）
よ
か
っ
た
ね
。
元
気
を

も
ら
っ
た
よ
。」
と
多
く
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
文
化
活
動
な
き
と
こ
ろ
に
過
疎
か

ら
の
脱
却
な
し
！
」
こ
れ
か
ら
も
文
化

で
心
豊
か
に
、
栄
村
で
の
暮
ら
し
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

　

次
年
度
は
第
45
回
目
。
今
か
ら
計
画

が
始
ま
り
ま
す
。

素敵な写真で
栄村のきれいなものを紹介
じんとまさるの写真屋

今年のオオトリ！さかえ田植え唄愛好会

笑顔に元気をもらったよ！ウタガール
（栄中女子）

外もにぎやかに、フリーマーケット開店！

かっこよくきめた、北信保育園（年長）

五感に響きわたる　栄ふるさと太鼓・榮太鼓

多世代で奏でる小滝ハーモニカ合奏団

メンバー増員、おはなしの会

栄村総合文化祭開催!!

やっぱりいいね !�元気が出たよ !
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楽
し
い
人
生
に
趣
味
は
欠
か
せ
な
い
！

家
の
こ
と
に
百
姓
仕
事
、
地
区
行
事
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
ん
な
日
常
の
中
で
趣
味
を
持
ち
、

い
き
い
き
輝
く
方
に
ス
ポ
ッ
ト
！

そ
の
楽
し
さ
・
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

●
今
回
の
ス
ポ
ッ
ト
さ
ん
は
？

栄
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

月　

始
め
た
の
は
、
70
歳
く
ら
い
か
な
。
横

倉
に
コ
ー
ス
が
で
き
て
さ
。
あ
の
時
は
い
ろ

い
ろ
な
大
会
が
あ
っ
た
よ
ね
。

藤　

マ
レ
ッ
ト
始
め
て
6
年
く
ら
い
に
な
る

か
な
。
き
っ
か
け
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
迷

惑
ば
っ
か
か
け
ち
ゃ
う
な
と
思
う
か
ら
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
ん
だ
け
ど
、
マ
レ
ッ

ト
の
方
が
難
し
い
か
な
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
魅
力
は
？

月　

や
っ
ぱ
り
芝
が
気
持
ち
い
い
ね
。
ゴ
ル

フ
よ
り
距
離
も
短
い
し
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

よ
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
歴
の
方
が
長
い
ん
だ
け

ど
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
方
が
芝
の
上
を
歩

く
か
ら
膝
に
や
さ
し
い
よ
う
に
思
う
ね
。
栄

村
だ
け
じ
ゃ
な
く
、野
沢
温
泉
村
や
飯
山
市
、

木
島
平
村
に
も
出
か
け
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
い
る
。

藤　

健
康
づ
く
り
か
な
。
先
輩
方
が
非
常
に

元
気
な
も
の
で
、
マ
レ
ッ
ト
を
や
れ
ば
元
気

に
な
る
か
な
と
思
っ
て
ね
。
週
に
３
、４
回

朝
練
習
し
て
い
る
。
朝
練
習
し
て
い
る
人
が

他
に
も
い
て
、
よ
く
こ
こ
で
会
う
ん
だ
よ
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
る

と
体
の
調
子
は
ち
が
い
ま
す
か
？

月　

そ
う
だ
ね
。
体
っ
て
い
う
の
は
動
か
し

て
い
な
い
と
ね
。
雨
さ
え
降
ら
な
け
れ
ば
毎

日
や
っ
て
い
る
。
去
年
木
島
平
に
は
1
0
0

回
く
ら
い
行
っ
た
か
な
。
木
島
平
に
も
友
達

が
い
て
、
誘
っ
て
く
れ
る
ん
だ
よ
。

藤　

マ
レ
ッ
ト
を
始
め
る
前
は
田
の
中
に
入

る
の
は
苦
だ
っ
た
け
ど
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

を
始
め
た
ら
田
ん
ぼ
に
入
る
の
が
苦
で
は
な

く
な
っ
た
。会
長
ほ
ど
達
者
で
は
な
い
け
ど
、

農
作
業
が
楽
に
な
っ
た
な
。
手
ご
た
え
が
あ

る
。
だ
か
ら
毎
日
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
へ
行

き
た
く
な
る
ん
だ
よ
。

田
ん
ぼ
や
畑
仕
事
も
体
を
動
か
し

て
ま
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
ス
ポ
ー

ツ
は
違
い
ま
す
か
？

月　

う
ん
、
ち
が
う
ね
。

藤　

ち
が
い
ま
す
ね
。

先
ほ
ど
友
達
と
い
う
言
葉
が
出
て

き
ま
し
た
が
、
今
愛
好
会
は
何
人

で
す
か
？

月　

栄
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会
は
男
性
10

名
、
女
性
15
名
で
総
勢
25
名
。
毎
週
集
ま
る

の
は
10
名
前
後
だ
け
ど
、
い
い
仲
間
づ
く
り

の
場
だ
ね
。

藤　

愛
好
会
で
、
木
島
平
村
へ
遠
征
へ
行
っ

た
り
、
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
の
コ
ー
ス

で
年
2
回
大
会
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

月　

今
栄
村
の
人
で
、
ス
キ
ー
場
に
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
と
知
ら
な
い
人
多
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
手
入
れ
も
い
い
し
、
ス
テ

ィ
ッ
ク
、
ボ
ー
ル
の
貸
出
用
も
あ
る
。
素
敵

な
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ

村
民
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
ね
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
楽
し
み
や
目
標
は
？

月　

ス
キ
ー
場
と
相
談
し
て
コ
ー
ス
を
拡
張

し
て
い
く
計
画
が
あ
る
。
9
ホ
ー
ル
増
や
し

て
村
外
の
仲
間
を
呼
ん
で
大
会
を
開
催
し
た

い
。

藤　

一
人
で
練
習
す
る
時
は
、
ス
カ
ー
ン
と

打
つ
と
う
れ
し
く
て
走
っ
て
行
っ
ち
ゃ
う
よ

ね
。
こ
の
コ
ー
ス
は
パ
ー
72
。
ア
ン
ダ
ー
め

ざ
し
て
が
ん
ば
り
た
い
ね
。

こ
れ
か
ら
へ
の
思
い
は
？

月　

も
っ
と
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
ね
。
ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る

わ
け
だ
か
ら
、
こ
こ
に
愛
着
は
あ
る
。
今
87

歳
。
入
院
を
一
日
も
し
た
こ
と
は
な
い
。
芝

の
上
で
気
持
ち
よ
く
ボ
ー
ル
を
た
た
い
て
、

健
康
に
面
白
く
暮
ら
し
て
い
る
よ
。

藤　

何
や
る
に
も
マ
イ
ペ
ー
ス
。
い
ろ
い
ろ

な
農
法
が
あ
る
け
ど
ね
、
我
が
家
の
米
作
り

を
確
立
し
た
い
ね
。

会　長　月 岡 美 雄 さん　87歳（白鳥）中央
事務局　藤木八十治 さん　80歳（極野） 右

スポット！
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秋
の
取
り
入
れ
時
、
干
し
物
を
す
る

の
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
ゼ
ン

マ
イ
な
ど
の
山
菜
時
期
に
も
使
い
ま

す
。

　

材
料
は
藁
の
み
。
基
本
畳
の
大
き
さ

で
長
辺
を
編
み
合
わ
せ
て
2
倍
に
し
た

も
の
を
「
ネ
コ
」
と
い
い
、
折
り
た
た

ん
で
長
辺
を
縫
い
付
け
、
袋
に
し
た
も

の
を
「
カ
マ
ス
」
と
い
い
ま
す
。
板
の

間
に
敷
い
て
敷
物
、
吊
る
し
て
間
仕
切

り
。
昔
は
寝
具
に
も
使
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

少
し
前
の
栄
村
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
物
だ
っ
た
筵
。
ゴ
ザ
や
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
な
ど
、
様
々
な
代
用
品
が
生
産
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
も
、
無
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

〜
永
遠
に
残
し
た
い

栄
村
の
暮
ら
し
〜

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
村
民
の
暮
ら
し
も

変
容
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
後
世
へ
と
伝
え
た

い
、
栄
村
の
文
化
を
紹
介

し
ま
す
。

　

11
月
に
な
り
、
め
っ
き
り
冷
た

く
な
り
ま
し
た
。
こ
た
つ
を
出
す

の
は
亥
の
月
亥
の
日
か
ら
使
い
始

め
る
と
安
全
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
11
月
20
日
は
豊
穣
の
神

様
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
恵

比
寿
様
（
よ
ー
べ
す
さ
ま
）
の
お

年
取
り
。
10
月
は
神
無
月
と
い
っ

て
、
全
国
の
神
様
方
が
出
雲
大
社

に
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
す
る
月

な
の
で
、
神
様
方
が
不
在
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に

居
残
り
、
留
守
を
守
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
が
恵
比
寿
様
な
の
だ
そ

う
で
す
。
栄
村
の
各
家
で
も
恵
比

寿
様
に
お
膳
を
お
供
え
し
ま
す

ね
。
お
頭
付
き
の
魚
、
新
米
、
お

汁
、
煮
物
、
紅
白
な
ま
す
、
き
ん

ぴ
ら
ご
ぼ
う
等
々
。
恵
比
寿
様
は

左
利
き
な
の
で
、
お
膳
は
右
手
に

ご
飯
、左
手
に
お
汁
と
並
べ
ま
す
。

野
田
沢
地
区
で
は
、
恵
比
寿
様
に

お
供
え
し
た
お
膳
を
い
く
ら
で
買

う
か
と
い
う
遊
び
を
し
た
そ
う
で

す
よ
。

紅白なます

ばあのごっつぉ紹介します！

栄
村
風
土
記
4

①大根350ｇと人参30ｇを千切りにして、それぞれ
を20分程度水にさらす。
②①をザルにあげ、塩（小さじ１）で塩もみする。
③しんなりしたら軽く水気をしぼり、砂糖（大さじ１
と１/２）と酢（大さじ２）を加え、しばらく置い
て味をなじませる。
※味が薄いようであればお好みで調整してください。

む
し
ろ
（
筵
）

秋
始
末
に
欠
か
せ
な
い
も
の

※紅白なますは
年とり膳にも
欠かせない逸
品です

塩マスです。「秋刀魚は秋刀魚騒ぎ
する（忙しいわりに儲けが少ない）」
ということで、毎年私を採用してく
れているお宅があるの。皆さんはど
んな魚をお供えしていますか？
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和
山
地
区
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て
、「
和

山
の
宝
に
十
六
菊
花
紋
の
入
っ
た
祠
が
あ

る
。
い
わ
れ
は
あ
る
が
本
当
の
と
こ
ろ
は

わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
な

の
か
知
り
た
い
。」
と
い
う
話
が
。
十
六

菊
花
紋
と
い
え
ば
天
皇
や
皇
室
を
表
す

紋
章
。「
じ
ゃ
あ
、
詳
し
そ
う
な
人
に
聞

い
て
み
よ
う
！
」
と
、
和
山
公
民
館
に
村

誌
編
纂
室
専
門
員
の
樋
口
和
雄
先
生
を
招

き
、和
山
歴
史
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

緑
豊
か
な
村
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
説
明
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
今
回
村
誌
自
然
編
が

編
纂
さ
れ
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。
見
た
く
て
も

見
ら
れ
な
か
っ
た
鳥
類
や
魚
類
、
昆
虫
な
ど
、
鮮

明
な
写
真
で
見
る
こ
と
が
出
来
、
大
い
に
勉
強
に

な
る
。

　

山
野
草
に
は
以
前
か
ら
多
少
関
心
が
あ
っ
た

が
、
村
内
に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧
種
が
1
1
0
種

も
あ
る
こ
と
に
は
驚
い
た
。
名
前
だ
け
で
は
ど
ん

な
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
か
な
り
前

に
購
入
し
た
信
濃
毎
日
新
聞
社
発
行
の
「
信
州
の

野
草
」
を
参
考
に
調
べ
て
み
た
。
残
念
な
が
ら
こ

の
本
に
載
っ
て
な
い
も
の
が
多
く
あ
っ
た
が
、
そ

れ
だ
け
貴
重
な
植
物
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

県
の
保
護
条
例
で
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

も
、
様
々
な
方
法
で
増
や
す
こ
と
が
出
来
る
の
だ

と
思
う
。
実
際
に
、
森
開
田
地
の
畦
畔
に
オ
キ
ナ

グ
サ
の
群
生
が
あ
る
が
、
除
草
剤
が
か
か
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
た
り
、
種
子
が
飛
散
す
る
時
期
に
周

辺
の
草
を
刈
る
こ
と
で
増
や
す
こ
と
が
出
来
た
。

　

何
年
か
前
、
ど
こ
か
ら
か
飛
ん
で
き
た
の
か
、

ヤ
マ
ユ
リ
が
裏
の
雑
草
の
中
で
白
い
花
を
つ
け

た
。
最
初
は
花
数
も
少
な
か
っ
た
が
、
年
々
株
が

大
き
く
な
り
、
花
数
も
増
え
て
き
た
。
花
が
終
わ

り
種
を
採
っ
て
そ
の
周
辺
に
撒
い
て
み
た
が
、
種

が
土
に
付
き
に
く
か
っ
た
た
め
か
、
芽
が
出
て
こ

な
か
っ
た
。
畑
や
庭
に
撒
い
た
と
こ
ろ
に
目
が
出

て
、
二
、三
の
花
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ヒ
メ

シ
ャ
ガ
も
か
な
り
種
子
が
つ
く
の
で
、
増
や
す
に

は
そ
う
難
し
い
植
物
で
も
な
い
と
思
う
。

　

Ｉ
Ｂ
類
の
中
に
ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ
ウ
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
写
真
は
白
花
で
撮
影
地
飯
山
市
と
あ

る
の
で
、
飯
山
市
の
常
盤
で
見
つ
か
り
、
そ
う
名

付
け
ら
れ
た
の
か
と
思
っ
た
が
、
書
籍
に
は
「
冬

に
な
っ
て
も
葉
が
枯
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
つ
け

ら
れ
た
」
と
あ
っ
た
。
確
か
に
似
た
葉
の
イ
カ
リ

ソ
ウ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
確
認
し
た
い
。
ア

ギ
ナ
シ
は
オ
モ
ダ
カ
に
そ
っ
く
り
で
水
田
や
浅
い

池
な
ど
に
生
え
て
い
る
と
い
う
。
オ
モ
ダ
カ
は
水

田
で
は
厄
介
者
だ
。
絶
滅
危
惧
種
で
も
恐
ら
く
田

ん
ぼ
の
中
に
あ
れ
ば
除
草
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。

　

関
心
を
寄
せ
て
見
て
い
く
と
面
白
い
し
勉
強
に

な
る
。
希
少
で
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
は

動
物
で
も
植
物
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
が
解
っ

た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
が
肝
心
だ
。

　

逆
に
村
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
と
し
て
、

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
あ
る
。
す
で
に
栄
村

で
も
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
飯
山
で
は
か

な
り
繁
殖
し
て
、
花
の
時
期
は
見
事
と
い
う
ぐ
ら

い
だ
。
繁
殖
が
早
い
し
、
大
き
く
な
る
と
刈
り
取

る
に
も
容
易
で
な
い
。

　

今
の
う
ち
な
ら
集
落
で
の
繁
殖
を
妨
げ
る
と
思

う
。
緑
豊
か
な
栄
村
に
は
、外
来
種
は
不
向
き
だ
。

栄
村
誌
を
読
ん
で

自
然
編
か
ら

祠に記された十
じゅう

六
ろく

菊
きく

花
か

紋
もん

おらどこの「宝」の知識を深めよう

十
六
菊
花
紋
章
の
正
体
は
？

　

こ
の
紋
章
は
公
家
や
皇
族
の
家
紋
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
す
が
、
実

は
木
地
師
も
こ
の
紋
章
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
地
師
と
い

う
の
は
、
主
に
木
を
伐
採
し
、
木
工
で
産

業
を
営
む
人
た
ち
で
、
こ
の
紋
章
は
全
国

的
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
山
集
落
の

こ
れ
ま
で
の
歴
史
か
ら
、
木
地
師
と
し
て

考
え
る
の
が
自
然
だ
と
考
え
ま
す
。

　
「
な
ん
だ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
」
と
残

念
そ
う
な
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
が
、
学
習

会
で
は
、
和
山
に
あ
っ
た
和わ

合ご
う

山さ
ん

瑠る

璃り

光こ
う

寺じ

や
佐
久
間
象
山
、
銅
の
採
掘
な
ど
、
和

山
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
歴
史
に
つ
い
て
、

樋
口
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
り
、
い
わ
れ
を

伝
え
た
り
し
な
が
ら
、
互
い
に
和
山
の
歴

史
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

地
域
を
知
る

と
更
に
面
白
く

な
る
！
有
識
者

×
地
元
民
の
気

軽
な
学
習
会

が
、
こ
れ
か
ら

の
暮
ら
し
を
ワ

ク
ワ
ク
さ
せ
る

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も

地
域
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

おら村の宝！ その4

栄
村
誌
の
コ
コ
が

お
も
し
ろ
い
！

No.4

知
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る

保
全
へ
の
一
歩

窪
田
清
一
さ
ん
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五
十
石
積
み
・
七
五
石
積
み
な
ど
大
き

な
船
も
使
わ
れ
、
明
治
十
六
年
頃
に
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
。
明
治
十
一
年
に
編

纂
さ
れ
た
下
高
井
・
下
水
内
郡
の
「
村

内
概
況
調
書
」（
長
野
県
歴
史
館
所
蔵
）

に
は
、「
舟し

ゅ
う
し
ゅ
う楫

ノ
便
」
と
し
て
川
付
き

の
村
々
が
「
上
ハ
松
代
ヨ
リ
下
ハ
大
滝

迄
通
船
多
ク
通
ス
ル
」（
岩
井
村
）
な

ど
舟
運
の
便
利
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

た
だ
航
路
の
北
限
は
西
大
滝
で
、
信
越

間
に
は
通
船
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

栄
村
域
で
は
「
舟
楫
ナ
シ
」（
堺
村
）、

「
激げ

き

湍た
ん

ニ
シ
テ
通
舟
利
ナ
ク
唯た

だ

筏
通
行

ニ
差
支
ナ
キ
ノ
ミ
」（
北
信
村
）、「
激

流
ニ
シ
テ
舟
楫
ノ
便
ヲ
不
得
」（
豊
栄

村
）
と
い
う
有
り
様
で
し
た
。
そ
し
て

蓮
村
（
現
飯
山
市
）
の
よ
う
に
「
越
路

へ
通
舟
セ
バ
大
ニ
利
益
タ
リ
」
と
考
え

る
者
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
信
濃
川
で
は
明
治
七
年
に

川
汽
船
会
社
が
設
立
さ
れ
、
蒸
気
船
が

長
岡
・
新
潟
間
を
半
日
で
結
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
す
。
東
京
の
通
運
丸
は
明
治
十

年
に
試
運
転
を
始
め
た
と
い
い
ま
す
か

ら
、
信
濃
川
に
は
そ
れ
よ
り
早
く
に
蒸

気
船
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
千
曲
川
の

方
は
蒸
気
船
の
導
入
が
遅
れ
て
い
た
模

様
で
、
こ
う
し
た
隣
県
の
状
況
も
開
墾

会
社
の
目
論
見
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
続
き
ま
す
。

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

日
々
冷
気
が
増
し
、
雪
の
季
節
の
到
来
を

予
感
さ
せ
る
日
々
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
人
と
国
を
巻
き
込

む
事
件
が
相
次
い
だ
こ
の
年
も
、
あ
と
残
り

二
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
前
回
か
ら
明
治
時
代
の
千
曲
川
開
墾

会
社
の
話
を
始
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
会
社

の
目
論
見
の
基
と
な
っ
た
千
曲
川
水
運
の
あ

ら
ま
し
と
、
そ
の
頃
の
状
況
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
「
通
船
」

に
は
「
か
よ
い
ぶ
ね
」
と
「
つ
う
せ
ん
」
と

二
つ
の
読
み
方
が
あ
り
、「
か
よ
い
ぶ
ね
」

は
商
家
な
ど
個
人
が
連
絡
や
移
動
に
使
う
自

家
用
車
の
よ
う
な
も
の
、「
つ
う
せ
ん
」
は

河
川
や
航
路
、
関
所
な
ど
を
船
が
往
来
す
る

こ
と
、
ま
た
そ
の
船
を
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
意

味
が
違
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

千
曲
川
通
船
の
こ
と
は
新
刊
の
『
栄

村
誌
』
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
数
多
く

紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
前

期
か
ら
計
画
は
あ
っ
た
も
の
の
街
道
の

反
対
も
あ
り
、
実
際
に
運
行
で
き
た
の

は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）、
西
大
滝

村
の
斎
藤
太
左
衛
門
が
許
可
を
受
け
た

の
が
初
の
事
例
で
、
こ
れ
が
通
船
営
業

の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
左
衛

門
は
西
大
滝
村
か
ら
福
島
村
（
現
須
坂

市
）
ま
で
の
十
三
里
に
船
を
通
わ
せ
ま

す
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
は
栗

林
村
（
現
中
野
市
）
の
与
五
作
が
、
ま

た
同
四
年
に
松
代
藩
の
川
舟
も
犀
川
・

千
曲
川
通
船
に
関
わ
ろ
う
と
し
、
交
渉

の
末
、
与
五
作
と
松
代
藩
は
太
左
衛
門

の
差
配
の
下
に
加
わ
る
形
で
通
船
を
運

行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
千
曲
川

に
注
ぐ
犀
川
の
通
船
は
だ
い
ぶ
遅
れ
て

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
松
本
藩
が

松
本
白
板
（
現
松
本
市
）
と
信
濃
新
町

（
現
長
野
市
）
の
間
で
営
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
信
州
で
は
江
戸
時
代
後
期
に

舟
運
が
開
け
、
国
内
で
の
流
通
が
便
利

に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
で
信
越
を
ま
た
ぐ
通
船
は

な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
善
光
寺

町
（
現
長
野
市
）
の
小
野
厚
連
が
文
政

十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
西
大
滝
村
か

ら
新
潟
湊
ま
で
の
通
船
計
画
を
出
願

し
、
小
滝
地
先
の
四
ッ
廻
り
な
ど
難
所

の
掘
り
割
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
天
保

九
年
（
一
八
三
八
）
に
は
堀
割
普
請
が

完
成
し
、
西
大
滝
村
か
ら
割
野
新
田
村

（
現
津
南
町
）
ま
で
の
荷
船
乗
船
見
分

を
受
け
、
厚
連
は
同
十
一
年
に
五
ヶ
年

季
で
丹
波
島
（
現
長
野
市
）
か
ら
新
潟

湊
ま
で
八
〇
艘
の
試
験
運
用
の
許
可
を

受
け
ま
す
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
事
情

が
あ
っ
た
か
、
厚
連
の
事
業
は
長
続
き

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
松
代
藩

川
舟
は
川
田
宿
（
現
長
野
市
）
の
又
右

衛
門
が
通
船
会
社
の
継
続
を
出
願
し
、

営
業
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
明
治
五
年

に
は
宿
駅
制
度
廃
止
に
よ
っ
て
西
大
滝

の
太
左
衛
門
が
持
っ
て
い
た
よ
う
な
独

占
権
が
消
滅
し
、
積
載
貨
物
の
制
限
や

乗
客
の
禁
止
も
な
く
な
り
、
自
由
な
営

業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明

治
七
年
に
飯
山
の
栗
山
鶴
雄
ら
が
千
曲

川
犀
川
通
船
会
社
を
設
立
、
こ
れ
に
先

述
の
又
右
衛
門
の
会
社
な
ど
六
つ
の
通

船
会
社
が
参
加
し
、
北
信
濃
一
帯
を
営

業
す
る
通
船
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
飯

山
に
は
飯
山
会
社
が
置
か
れ
、
腰
巻
か

ら
西
大
滝
を
営
業
区
域
と
し
ま
し
た
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
五
十
三

『
明
治
の
千
曲
川
通
船
計
画
（
其
の
二
）
』
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　今年も移動図書の季節になりました。今年は12月１日から始まります。たくさんの本を積んで村内を巡りま
すので、栄村ならではの『読書の冬』をお楽しみください。

新着図書の紹介
大地の五億年せめぎあう土と生き物たち（藤井一至） ／おいしいごはんが食べられますように（高瀬隼子）
病気の９割は歩くだけで治る！ ～歩行が人生を変える29の理由～ 簡単、無料で医者いらず（長尾和宏）
夜に星を放つ（窪 美澄）／あくてえ（山下紘加）／家庭用安心坑夫（小砂川チト）／女人入眼（永井紗耶子）
N/A（年森瑛）／ギフテッド（鈴木涼美）／絞め殺しの樹（河崎秋子）／爆弾（呉勝浩）／スタッフロール（深緑野分）
#真相をお話しします（結城真一郎）／セピア色の回想録（赤川次郎） ／一橋桐子（76）の犯罪日記（原田ひ香）
本を読んだら散歩に行こう（村井理子）／女性の覚悟（坂東眞理子）／アタラクシア（金原ひとみ）
世界の研究者が調べた すごすぎる実験の図鑑（ライブ・編集）

　　　　　　　ふしぎなたいこ（石井桃子・文／清水崑・絵）
　　　　　　　おんなじおんなじ（多田ヒロシ）
　　　　　　　てんてんてん（わかやましずこ）
　　　　　　　はがぬけたらどうするの（セルビー .ビーラー）
　　　　　　　どうぶつえんのおいしゃさん（降矢洋子）
　　　　　　　びっくりまつぼっくり（多田多恵子・作／堀川理真子・絵）

えほん

2022.11

令和４年11月３日㈭、23日㈬、12月24日㈯、25日㈰、29日㈭～ 31日㈯
令和５年１月１日㈰～３日㈫、７日㈯～９日㈪休館日

山城講座　～城坂城跡～
村誌をよみとく！ 歴史編 栄村アーカイブス順次公開!!

　前回お知らせした昭和の映像編集作業が着々と進ん
でいます。みなさん、ぜひお出かけください。

●上映内容　第１部　昭和41年～昭和54年映像
　　　　　　　　　　※文化祭にて上映
　　　　　　　　　　・箕作～小滝街道　・野々海池
　　　　　　　　　　・青倉墓入魂式 他
　　　　　　第２部　昭和56年～昭和58年映像
　　　　　　　　　　※11月より上映開始
　　　　　　　　　　・青倉集落　・貝廻り坂
　　　　　　　　　　・栄中学校ナイター運動会 他
　　　　　　第３部　平成元年～平成11年
　　　　　　　　　　※12月より上映開始
　　　　　　　　　　・森商店街朝市イベント
　　　　　　　　　　・トマトの国オープン
　　　　　　　　　　・あの頃の葬儀 他

　箕作公民館において城坂城の概要について
お話いただいた後、現地へ向かいます（雨天
時座学のみ）。動きやすい服装でお出かけく
ださい。座学のみの参加も可能です。
　定員になり次第締め切ります。

栄村教育委員会内　☎0269-87-3118申込先

期日：11月13日㈰
※時間は後日告知放送にてお知らせします
会場：箕作公民館
定員：２0名
講師：遠藤公洋先生（村誌執筆者）
内容：座学「城坂城跡について」
　　　現地研修

問合せ先 栄村公民館（☎0269-87-2100）

昭和の栄村映像
こらっせにて放映中!!
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おおきく
な〜れ

吉田　咲さん（小滝在住）
　移住７年目のこの４月から「集いの場にじいろ」に
携わっています。世代や立場を超え、ありのまま共に
過ごし、様々な時間を共有することが楽しくてうれし
くて。“大人が大好きな場所で楽しむことが、ゆくゆ
く子どもの豊かさに繋がる”と長男が生まれた時に強
く感じたことを思い出しました。様々
な方々が何かホッとする、また行きた
いなと思う、温かい空気感をまとい広
がってゆく…そんな場づくりに今後も
携わっていきたいです。

将棋と読書にはまってます！将棋相手募集中!!
駿介さん（９歳・左上）

ピアノと歌と踊りと栄村の自然が大好きです！
夏穂さん（７歳・右上）

仮面ライダー大好き！
いつでもお兄ちゃんお姉ちゃんと同じことをしたい！

凌介さん（２歳・下）
　学校の勉強に野球やピアノに、弟の面倒に…
なんでも全力投球でがんばる１年生に成長して
くれて感謝です。これからも兄弟３人仲良く、
すこやかに大きくなってね。
� 山田健太さん・理恵子さん宅（長瀬）

いよいよ堤防工事本格化！

　10月26日㈬、保育園児や多くの住民に見守られながら、箕作「豊高嶋（とよたかしま）神社（1711
年建立）」の移転作業が行われました。動いたのは30ｍほどですが、神社周辺の景観がガラリと変
わりました。
　家屋の解体、盛り土作業、橋の基礎づくりと、百合居地区は日に日に変化しています。今ある風
景をしっかりと心に刻みながら、新たな地域づくりが出来ていけたらいいですね。

集落景観が変わる！箕作地区豊高嶋神社移転
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　以前は囲炉裏横にイモアナを掘ってさつまいもや里
いもを入れ、大根つぐらに大根を入れていた越冬野菜の
保存方法も、時代の移り変わりと共に変化しています。
　ある茶飲み話で「さつまいもは風にあてると風邪を
ひく」というユニークな話がありました。皆さんはど
のように保存していますか？ある方に教えて頂いた方
法を少し紹介します。
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、
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、
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柳
　
静
江

今月の一句 〜栄村俳句会〜

　「よく、ゲートボールが意地悪ゲームだという人が
いるけど、そうじゃないんだ。」と語るのは、栄村ゲ
ートボール連盟の会長を務める関谷富夫さん（月岡）。
富夫さんは、ゲートボールをやりたいと思い、65歳で
老人クラブへ加入。始めて出場した菜の花大会では、
他のチームとの競技の進め方の違いに驚いたといいま
す。「ゲートボールは１チーム５人で対戦するゲーム。
対戦相手は５人一丸となって、相手のボールを通さな
いようにボールを運ぶ。完全なチームプレーだった。」
以来、ゲートボールを追求。現在は毎週練習を行い、
村外への大会へ積極的に出場し、活動をしています。

「ゲートボールは奥が深い。チームワークを高めて、
フォローし合うのがチームプレー。ゲートボールとい
うと老人というイメージがあるかもしれないが、大学
でも部活として取り組んでいるところもある。一回や
ってみ。おもしれんだから。」
　11月からは東部社会体育館が屋内ゲートボール場と
なります。みなさん、遊びに行ってみませんか？

●練習日：毎週月、水、金　午前９時00分～

野菜の越冬どうしてますか？ 冬期ゲートボール始まります！
栄村ゲートボール連盟

美

●白菜

●大根

立ててコンテナに入れる

しっぽを上に大根つぐらや
米袋、樽に立てて保管する

軒下に根を付けたままいけ
て、ネズミ除けのために杉
の葉をかぶせておく

米袋にもみ殻、サツマイモ
と順に入れて暖かいところ
に保管する。

●キャベツ

●さつまいも

秋
山
が
き
れ
い
に
色
づ
い
た

頃
、
秋
山
の
食
堂
は
外
に
待
つ

人
が
で
き
る
ほ
ど
、
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
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